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【個 人】                      提 出  平成 30年 8月 21日 

 

 山  行  報  告  書  

 

山行報告者：今 田 

山 名： 群馬県  妙義山 星 穴 岳 （1073ｍ） 

入山日：平成 30年 8月 19日   帰宅予定日：  8月 19日 

プラン担当者 正：今田  副： 

 

参 
 

加 
 

者 

L：今 田  報：  記： 

岳山夫妻 

 

        

男 2名 、  女 1名、 計 3名 

天候 晴れ時々曇り 

予 定 集合時間： 午前 5時 30分 集合場所： 今田自宅 

8月 19日

(日) 

5：30自宅発～7:30妙義神社～8:00中ノ岳駐車場 

中ノ岳神社参拝～9:00西岳～11:00岩室～11:40星穴岳(北面懸垂)～ 

13:10結び穴～14:30中ノ嶽神社～14：40中ノ岳駐車場 

～18:00頃上尾着 

装
備
と
食
糧 

共同装備：ロープ 50ｍ2本（今田）  ツェルト（今田）捨てスリング数本（今田） 

個人装備：雨具、コンパス、地図、水 2L 、ハーネス、ヘルメット、手袋、 

ヘッドランプ、カラビナ、シュリンゲ、環付カラビナ、ATC 

食  料：昼食、行動食  

                                                                                                                                   

 

 

感 

 

 

想 

金洞山から星穴岳のルートは切れ落ちたナイフリッジが多く、垂壁のトラバースでは 

すぐにロープを出して確保してもらった。 

星穴岳の基部に到着するとランニングビレイを取る場所が遠いため登頂を断念。 

北面懸垂支点に戻り下が見えないので 50m のロープを 2本繋いで懸垂下降を開始、 

15m ほど降りると突然空中懸垂となった。 

射抜きの穴を通過せず直接結びの穴に降り立った。泥ルンゼでもロープを使って懸垂し 

しばらくすると車の音が近くなり、神社の裏側に出たときはほっとした。 

足がすくむような切れ立った岩壁で緊張の連続であった。 

 

 


